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A高校これまでの通級対象者は・・・3人

特別支援教育校内委員会で特別な支援や配慮が必要と考えられる生徒
の中で、下記の内容に該当し、通級指導が効果的であると判断された者

〇コミュニケーションに課題のある生徒

〇身の回りのことをするのに課題のある生徒

例）人の気持ちを推し量れない 会話がうまくできない

自分の思いを言葉で伝えられない 忘れ物が多い

整理整頓ができない 提出物の期限が守れない

など



通級指導の事例 授業について

授業の流れ 毎週○曜日の放課後・相談室等・50分
挨拶 → 今週の出来事 → 今日の活動内容確認

→ ウォーミングアップ → 主活動 → 振返り（記録）
内 容
必ず行うもの 今週の出来事、コグトレ※１を使った活動 等

主活動として 自己理解の教材、
SST※２（教科担へ課題の確認と質問／図書の返却／
自転車通学のシミュ／想定外の出来事対応等）等

※１認知機能（Cognitive）トレーニングの略 ※２（Social Skills Training）ソーシャルスキルトレーニングの略



障害特性による認知の偏り

※１認知機能（Cognitive）トレーニング

参照：日本COG-TR学会 https://cog-tr.net/cogtr/coget/ を一部改変

https://cog-tr.net/cogtr/coget/


聞く・見る・動く

※１認知機能（Cognitive）トレーニング

参照：日本COG-TR学会 https://cog-tr.net/cogtr/coget/ を一部改変

https://cog-tr.net/cogtr/coget/


運動発達と認知機能について

参考



※１認知機能（Cognitive）トレーニング

今話題のコグトレ棒

参照：日本COG-TR学会 HP https://cog-tr.net/cogtr/coget/



聞く力のドリル「最初とポン」（記憶・言語理解）

• 読み上げる文章のどこに集中すればよいか指示をする。

①文頭の言葉を覚える

②文章の中に動物が出てきたら一拍手（ポン）する

③覚えた言葉の答え合わせをする

例）◎◎高校にはカラスが住んでいます

電信柱の上に巣があって、ひな鳥もいるようです

生徒が通るたびに親ガラスが鳴き声を上げます

※１認知機能（Cognitive）トレーニング

参照：日本COG-TR学会 HP https://cog-tr.net/cogtr/coget/



★ＳＳＴとは“Social Skills Training”の略。日本では「社会的スキル訓練」、「ソーシャルスキル・

トレーニング」、あるいは頭文字を取って「エスエスティ」と呼ばれています。

・構成的なソーシャルスキルトレーニング →ある一定のすべきことが決まっていて、その内容を

学んでいくこと。

・非構成的なソーシャルスキルトレーニング →特にすべきことが決まっていなくて、その場で起

きた問題について、ファシリテーター（指導者）が介入する方法。

★ＳＳＴは次のような手順で行われることが一般的です。

①「インストラクション」･･･ 意義・動機付け

②「モデリング」･･･････････ やり方を見せコツを教える

③「リハーサル」･･･････････ 学んだことを実際に繰り返す

④「フィードバック」･･･････ リハーサルの中で褒める・指摘する

ＳＳＴとは

※２ ＳＳＴ



通級指導の事例 その１

【生徒B：2年生男子】※事例内容を損なわない程度に改変しています。

学びにくさ ： スケジュールや提出物の管理が苦手。

目 標 ： 課題や提出物を自分で管理する。

実 態 等 ： 発達障害の専門機関で相談経験あり。

感覚過敏（光）がみられる。

（前年度から）欠席が多め。

転用はご遠慮ください



【生徒Ｂの学びにくさを理解する】

困り感

家庭

環境

障害

特性

２次

障害

①

②

③

保護者支援
アウトリーチ
ＳＣとの連携

専門機関
医教連携

自己管理
～

④

保健室の利用

転用はご遠慮ください



エピソード 【生徒Ｂの変容について】

転用はご遠慮ください

４月授業開始 ・自己理解に矛盾はないが、行動への不安が拭えない。

（提出物一覧表などでチェックしても、教師へ提出することが･･･。）

５月様子の変化 ・体調不良が日常化し、しだいに欠席が多くなる。

６月新たな活動 ・保護者のカウンセリング開始。バス通学から自転車通学へ変更の勧め。

・自転車通学に関するSST、勉強部屋清掃のSST

７月活動の見直 ・自転車通学を開始してから、登校できる日が増えてきた。

・職員室へ先生方を訪ねて質問や報告をするSSTに取り組む。

・通級では、創作活動等を取り入れモチベーションを高める方向に修正する。

提出物 関係する先生から、未完成課題の提出許可をもらう。提出に関するのSST。

職員室へ教師に質問に行ったり、遅れても課題を提出する様子が見られた。



• ＳＳＴと手順

①「インストラクション」意義・動機付け

バスよりも自転車の方が融通が利き、不安も少ない

②「モデリング」やり方を見せコツを教える

申請書の記入・提出の確認。経路を自転車で一緒に走行する。

③「リハーサル」学んだことを実際に繰り返す

気が向かない時には、途中で教師と待ち合わせるなど柔軟に。

④「フィードバック」リハーサルの中で褒める・指摘する

バスではできなかった（遅刻ではあるが）途中登校もOK！

生徒BのＳＳＴ その① 自転車通学編

転用はご遠慮ください



• ＳＳＴと手順

①「インストラクション」意義・動機付け

部屋を清掃して提出物などが見つけにくい部屋の状況を改善する

ことで、課題解決につながる。過ごしやすい部屋になれば、勉強も趣

味もはかどる。

②「モデリング」やり方を見せコツを教える

山積みの書籍、プリント、雑貨等を仕分ける。ひとつひとつ確認し、本人

の取捨決定を重んじる。エリアを決めて実施する。

③「リハーサル」学んだことを実際に繰り返す

自分でやってみる。（時間がかかる。保護者にも理解と協力を得る。）

④「フィードバック」リハーサルの中で褒める・指摘する

きれいになったエリアを確認し、意義と行動を振り返り価値付ける。

生徒BのＳＳＴ その② 勉強部屋清掃編

転用はご遠慮ください



教材について １

明治図書 大好きな作家の文体で合同出版

転用はご遠慮ください

三輪書店



通級指導の事例 その２

【生徒C：2年生女子】※事例内容を損なわない程度に改変しています。

学びにくさ ：人前では話したくない。

目 標 ：考えや思いを伝える。一般的なコミュニ

ケーションスキルを身に付ける。

実 態 等 ：特定の友人とは会話ができる。

本が好きで、いつも本を読んでる。

転用はご遠慮ください



【生徒Cの学びにくさを理解する】

困り感

家庭

環境

障害

特性

２次

障害

②

③
自己肯定感の
低下による不
適応等が考え
られる

保護者支援・
情報提供
ＳＣとの連携

①

転用はご遠慮ください



エピソード 【生徒Ｃの変容について】

４月以前 ・ある教科の時間。授業で質問されたことに答えられず固まる。教師から回答を求めら

れると奇声を上げパニックをおこす。教師から廊下へ出るよう促されクールダウン。

・部活動で練習メニューが変更になり、パニックになる。

・教師から挨拶に対して「３ない」の態度。

4月通級開始 ・進学・就職後のコミュニケーションの必要性や、挨拶の意味・効果を確認すると徐々に変化

がみられる。

５月変化あり 授業中の発問に答える。グループワークの輪に促されて加わる。部活動で後輩の指導を行う

などの変化が見られるようになった。

6月 変容 クラスに新しい友達ができる。一緒に進路情報室へ行ったり一緒に帰ったりする報告あり。

転用はご遠慮ください



ワークシート「挨拶について考えよう」

１．どんな場面で挨拶をしますか？

２．そもそも何のための挨拶なのでしょう？

３．挨拶の効果を考えよう

４．挨拶をする人としない人の境界線は？

５．クイズ「君の名は」 先生編・友達編

（ ① 、進路目標等と関連付けながら

ワークシートの内容やＳＳＴの場面を検討 ）

教材について ２－１

転用はご遠慮ください



教材について ２－２

カタカナーシコミック会話
アルバム・ＰＴＡ会

報等を利用して

転用はご遠慮ください



通級指導の事例 その３

【生徒D：2年生女子】※事例内容を損なわない程度に改変しています。

学びにくさ ： ノートテイクや記述式課題に難しさ。

目 標 ： 自分の得意な学び方を見つけ実践する。

実 態 等 ： 課題提出ができる教科は限られている。

友人関係は良好である。

考えをまとめて話すことに時間がかかる。

転用はご遠慮ください



【学びにくさのある生徒Ｄを理解する】

困り感

家庭

環境

障害

特性

２次

障害

②

特性の理解
学習の工夫 ③

①

転用はご遠慮ください



読字・書字障害について

一般入試で入学した生
徒ではあるが･･･
・知的発達
・聴覚
・視覚
・構音等

に問題はないか？

参照



エピソード 【生徒Ｄの変容について】

４月以前 高校入学後、記述による課題の多さに困難を感じる。

入学後、保護者から課題の取組について①（ ）。

②（ ）、教科担当者が気にかける。

頑張って勉強はするものの特定の教科で苦労している。

成績のことを友人から指摘されて自信をなくし、一時期欠席が続くことがあった。

4月通級開始 緊張がみられる。質問にうまく答えられないことが多い。

５月優先順位 県総体までは部活動を優先する。スケジュール管理はスマホを利用。考査や進路関係の

提出物が多くなってくることから、タスク管理の方法を相談。勉強方法の工夫は未着手。

６月一進一退 考査に手応えがあったためか課題の提出が疎かになる。遅刻など生活面で気になることも。

転用はご遠慮ください



教材について ３

ビジョントレーニングメノコト（わかさ生活）
https://kenkyu.wakasa.jp/hitomi/knowledge/

visiontraining.html

優位感覚チェックテスト（簡略版）
http://www.ne.jp/asahi/kani/nabe/nlp.html

転用はご遠慮ください



ICTの活用

GoogleClassroom Googleカレンダー

転用はご遠慮ください



校内支援 【気になる生徒の相談】

・担任等から「気になる生徒」の申し出があれば、授業を参観する。

ケース会で特性からくる学びにくさ等の見立てや支援を紹介する。

関係する先生にご理解いただき、観察を継続することが多い。

・直接アプローチした案件は

「昼休みに図書委員として活動している生徒への働きかけ」

「保護者との教育相談及び電話相談」

・その後、保護者・本人と合意が得られれば通級指導の準備に。


